
昭和60年 6月 1日 広 報 た か も り 第 310号  ⑩昭和60年 6月 1日り広 報 た か も(1)第 310号

初
咲
き
の
露
も
つ
藤
の
垂
れ
下
り

熊
谷
　
紫
雲

鯉
の
ぼ
り
雨
に
う
た
れ
て
動
か
ざ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
尻
さ
だ
む

爆報̈
嘲擬疑』燎なかゎ訳ならぶ　　　　　　　　』̈一̈　一事議一　　（〔〕）
（〔〕）
（〔〕）　　　ぁ刊がとぅございました

句
碑
か
こ
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と
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引
く
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け
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馬
原
そ
の
女
　
　
　
∧
香
典
返
し
∨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
高
森
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上
在
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川
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句
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の
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く
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村
あ
つ
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大
阪
府
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公
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さ
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死
去
）

初
燕

一
瞬
軒
を
か
す
め
去
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
つ
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古
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さ
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350人
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8,994人 昇:::1:
世帯数…・

転入 117

転出 133
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(住所)

横 町

村 山

出生 10

死亡 7
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鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
〃

【結  婚】
(氏 名)

r夫 谷 川
妻ヽ (安岡)

r夫 住 吉
妻ヽ (三森)

良一 母 安藤ツルエ
久雄 ″ 中川ハナ子
平男 祖父 住吉 初喜
寅一 父 津留  博
恵 母 井上ウタヱ
公廣 祖母 古庄マサエ

武彦 母 重野 トミ

津 留 宮 園
高 森 村 山

″  上 町
阿蘇郡 白水村
河 原 市野尾
尾 下 牧 戸

尾 下 牧 戸
熊  本  市
河 原 味 島
大分県 緒方町

(住 所)(婚姻届年月日)
高 森 上 町 S60.4.2
阿蘇郡 長陽村
色 見 井 上  4.5
高 森 村 山

高 森 旭 通  4.6
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苗
代
の
水
面
に
藤
の
色
映
え
て

風
薫
る
阿
蘇
路
の
陛
下
身
近
に
し

庭
池
の
水
ま
で
と
ど
く
下
り
藤

明
日
は
明
日
き
ょ
う
は
歌
わ
ん
花
宴

俄
に
も
芽
木
の
色
打
つ
雹
の
降
り

句
碑
を
背
に
花
見
の
客
も
勢
揃
い

浮
雲
を
囀
り
よ
せ
る
雲
雀
か
な

雨
続
き
乾
茸
千
す
音
の
止
み
や
ら
ず

仰
ぎ
見
る
火
山
灰
の
行
く
手
や
麦
の
秋

近
道
の
花
か
ら
た
ち
は
満
ち
匂
ふ

種
子
を
播
く
今
年
の
稲
作
今
日
に
賭
け

哲
代

男
酷
　
一
恵

文
侍

郁

栄
早

竜
絹

武
千

高
上

藤
上
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戸
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佐
＜

楼

楼

●   ●

長
友
た
つ
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野
尻
　
里
女

白
石
　
政
憲

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
や
よ
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森
　
　
正
六

後
藤
　
チ
エ

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

後
藤

春
嵐

r夫:山 村 真 市
妻ヽ」(吉良)みちよ

r夫 (白石)  進
妻ヽ 野 尻 けさみ
r夫 真 井 正 次
妻ヽ (米村)好 美
r夫 小 出 誠 治
妻ヽ (衛藤)美智江

誕 生 日 お め で と う

草部北部保育園 (瀬井類子主任 。22人)では、5月 29日 、園児の
誕生会が開かれました。 5月生まれの2人の園児には「おめで と

う」と、 2歳児から似顔絵、 3歳児以上の園児から手作りのバラの

造花が贈られました。この後全員で「 ドクタースランプ・アラレち

ゃん」や「 さっちゃん」を歌ったり、紙芝居を見たりして誕生会を

楽しみました。

月
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初
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さ
ん
。
８６
歳
死
去
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▽
矢
津
田
。
高
尾
野
の
井
上
恵
さ
ん
か

ら
（母
、
ウ
タ
ヱ
さ
ん
。
３２
歳
死
去
）

∧

一
般
寄
付
∨

▽
芹
口
・
中
村
の
冨
永
文
明
さ
ん
か
ら

病
気
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て

▽
竹
田
市
の
橋
爪
善
吾
さ
ん
か
ら

◎
老
人
ク
ラ
ブ

▽
草
部

・
社
倉
の
阿
南
久
幸
さ
ん
か
ら

「福
寿
会
」

ヘ

▽
色
見

・
井
上
の
住
吉
平
男
さ
ん
か
ら

「井
上
老
人
会
」

ヘ

▽
高
森

。
昭
和
の
津
留
寅

一
さ
ん
か
ら

「
昭
和
会
」

ヘ

▽
高
森

。
昭
和
の
重
野
武
彦
さ
ん
か
ら

「昭
和
会
」

へ

◎
そ
の
他
の
寄
付

▽
老
人
ク
ラ
ブ

「福
寿
会
」
か
ら
草
部

南
部
小
学
校
へ
竹
ぼ
う
き
多
数

▽
草
部

。
社
倉
の
阿
南
久
辛
さ
ん
か
ら

「青
少
年
育
成
町
民
会
議

草

部

支

部
」

へ
金

一
封

▽
尾
下
壮
年
部
か
ら
野
尻
保
育
園
に
竹

ぼ
う
き
多
数

▽
老
人
ク
ラ
ブ

「矢
中
会
」
か
ら
、
草

部
北
部
小
、
中
学
校
に
竹
ぼ
う
き
と

ぞ
う
き
ん
多
数

▽
草
部
校
区
婦
人
会
か
ら
、
草
部
中
学

校
に
ノ
ー
ト
と
ぞ
ぅ
き
ん
多
数

▽
野
尻
南
部
婦
人
会
か
ら
、
野
尻
小
、

中
学
校
、
尾
下
小
学
校
、
野
尻
保
育

園
、
野
尻
農
協
、
津
留
郵
便
局
、
林

業
セ
ン
タ
ー
に
ぞ
う
き
ん
多
数
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お も な 内 容

□ 天皇陛下19年ぶり阿蘇へ

喜ばれた野草園ご視察…………………

□ 豊かで活力ある町に 59年度の主な事業
□ 万全ですか 雨期の防災対策……………

□ 日の尾峠越えに挑戦……………… …̈……

□ 中央公民館だより……………………………
□ みんなの広場…………………………………
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ゞ
稀
砂

高
森
町
大
字
色
見
北
端
の
一
台
地
上

に
オ
タ
ッ
チ
ョ
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
墓
が

あ
る
。
オ
タ
ッ
チ
ョ
と
は
御
館
中
、
御

山
鳥
部
落
の
北
の
外
れ
に
あ
る
オ
タ
ッ
チ
ョ
さ
ん
の
墓

●●

上
色
見

夫

村

本

田

耕

亮

蹂
中
と
書
き
、
古
く
か
ら
阿
蘇
家
中
貴

人
の
墓
を
そ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
で
は
い
つ
の
時
代
に
、
そ
し
て

な
ぜ
に
、
肥

後
唯

一
の
名

家
で
あ
る
阿

蘇

一
族
の
家

中
が
こ
の
草

深
い
色
見
の

一
角
に
骨
を

埋
め
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た

の
か
。
も

ち

ろ

ん
、
オ
タ
ッ

チ
ョ
さ
ん
が

存
在
す
る
場

所
は
、
か
つ

|

て
阿
蘇

一
族
が
居
住
し
、
そ
し
て
活
躍

し
た
場
所
内
に
限
ら
れ
て
い
る
。
上
益

城
矢
部
、
甲
佐
、
砥
用
。
南

郷
で
は
十

四
、
五
世
紀
に
か
け
て
、
南
郷
大
官
司

と
し
て
史
上
に
残
さ
れ
て
い
る
長
陽
村

下
田
（
こ
の
説
に
は
異
論
は
あ
る
が
）
、

そ
し
て
今
述
べ
て
い
る
こ
こ
色
見
の
み

で
あ
る
。

し
か
し
、
色
見
に
阿
蘇
家
が
居
住
し

た
と
伝
え
る
史
実
は
今
の
と
こ
ろ
何

一

つ
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
謎
解
き
に
応

え
る
唯

一
の
鍵
は
オ
タ
ッ
チ
ョ
さ
ん
の

墓
石
に
わ
ず
か
に
判
読
で
き
る

「明
応

三
年
」
と
時
代
を
物
語
る
刻
字
と
、
性

別
を
識
別
で
き
る

「○
○
尼
」
の
文
字

の
み
で
あ
る
。

で
は
明
応
三
年
と
は
阿
蘇
家
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
か
。

阿
蘇
家
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
そ
の
源

を
発
し
た
南
北
朝
対
立
と
い
う
中
央
政

府
の
争
い
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ

の
一
族
は
南
北
両
派
に
三
分
さ
れ
、
血

で
血
を
争
う
肉
親
間
の
争
い
が
約
百
五

十
年
余
り
続
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

南
北
朝
統

一
後
も
そ
の
内
紛
は
絶
え
な

か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
争
乱
に
終
止
符

が
打
た
れ
た
の
は
、
矢
部
幕
の
平
に
お

い
て
行
わ
れ
た
二
派
間
の
戦
い
で
、
南

朝
系
阿
蘇
惟
家
派
が
こ
こ
で
敗
れ
去
っ

て
い
る
。
明
応
三
年
と
は
、
こ
の
よ
う

な
時
期
で
あ
る
。

思
う
に
、
色
見
オ
タ
ッ
チ
ョ
さ
ん
の

主
は
こ
の
動
乱
の
時
期
に
翻

ろ
う

さ

れ
、
生
き
残
っ
た
敗
軍
方
の
未

亡

人

か
、
あ
る
い
は
姫
君
が
色
見
に
落
ち
世

を
忍
び
住
み
果
て
た
の
か
。
ま
た
は
そ

新
役
員
決
ま
る

＝
婦

人

会
＝

六
十
年
度
の
町
連
合
婦
人
会
と
、
各

校
区
婦
人
会
の
会
長
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

□
連
合
婦
人
会

▽
会
長
山
村
文
子

（高
森

・
下
町
）

□
校
区
婦
人
会

天
皇
陛
下
は
五
月
十
二

「一

日
午
前
、
阿
蘇
町
蔵
原
の

一一一

「
阿
蘇
み
ん
な
の
森
」
で
　
一

開
か
れ
た
第
二
十
六
回
全

国
植
樹
祭
に
ご
出
席
の
た

め
、
十
九
年
ぶ
り
に
ご
来

熊
に
な
り
、
大
会
後
南
阿

蘇
国
民
休
暇
村
内
に
あ
る

阿
蘇
野
草
園
と
南
阿
蘇
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
お
訪

ね
に
な
り
ま
し
た
。

大
勢
の
町
民
が
日
の
丸

の
小
旗
を
振
っ
て
歓
迎
す

る
中
、
午
後
三
時
十
分
ご

ろ
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
に

ご
到
着
。
熊
本
大
学

。
今

江
正
知
助
教
授
の
案
内
で

五
・つ
、
約

一
千
種
の
野
草
が
自
然
の
姿

で
植
栽
さ
れ
て
い
る
野
草
国
内
を
お
回

り
に
な
り
ま
し
た
。
植
物
学
者
と
し
て

知
ら
れ
る
陛
下
は
、
今
回
の
ご
旅
行
で

は
野
草
園
の
ご
見
学
を
最
も
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
柿
物
を
興
味
深
く
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
。
は
な
し
の
ぶ
広
場
で
は
尚
細
高
校
ギ

タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
が

、　
組

山

「
は
な
し
の
ぶ
」
を
演
奏
、
澄
ん
だ
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
国
内
に
流
れ
、
陛
下
は
不

動
の
姿
勢
で
じ
っ
と
お
聴
き
に
な
り
、

演
奏
が
終
る
と
真
先
に
拍
手
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
後
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
で
阿
蘇
の
自
然
に
つ
い
て
の
様
々
な

資
料
を
ご
覧
に
な
り
、
予
定
時
間
を
約

二
十
分
も
オ
ー
バ
ー
し
て
休
暇
村
を
お

立
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
見
送
り
の
車
部
南
部
、
草

部
北
部
小
学
校
の
緑
の
少
年
団
員
た
ち

に

「緑
の
少
年
団
は
が
ん
ば
っ
て
い
る

ね
。
こ
れ
か
ら
も
植
樹
に
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
ご
来
熊
中
初
め
て
声
を

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽
高
森
、
松
野
博
子

（高
森

。
天

神
）
　

▽
色
見
、
岩
下
代
美
子

（色
見

・
山
鳥
）
　

▽
上
色
見
、
本
田
フ
ジ
子

（上
色
見

。
東
中
原
）
　

▽
車
部

南

部
、
佐
伯
富
子

（草
部

・
小
崎
）

▽
車
部
北
部
　
佐
藤
恵
子

（中

。
峰
の

宿
）
　

▽
野
尻
南
部
、
野
尻
視
子

（津

留

。
上
町
）
　

▽
野
尻
北
部
、
鶴
林
キ

ミ

（河
原

・
黒
岩
）

熊本大学 。今江正知助教授 (右)の案内で、野草園をご覧に
なり、さまざまな草花に興味を示されました。

オ

●

の
全

一
族
が
阿
蘇
家
本
領
の
宮
地
に
近
　
思
う
。

い
こ
こ
色
見
に
落
ち
た
の
か
。　
　
　
　
　
　
と
に
か
く
色
見
に
は
中
世
紀
の
戦
場

こ
の
オ
タ
ッ
チ
ョ
さ
ん
に
近
い
山
鳥
　
跡
や
、
城
趾
を
し
の
ば
せ
る
名
称
の
地

の
岩
下

一
族
で
、
そ
し
て
色
見
出
身
で
　
名
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
阿
蘇
高

も
あ
る
岩
下
家

一
族
は
、
家
紋
と
し
て
　
岳
下
の
九
山
城
趾
、
そ
の
ふ
も
と
を
走

丸
に
阿
蘇
家
の
違
い
鷹
を
用
い
ら
れ
て
　

る
館
川
、
陣
屋
、
中
園
部
落

な

ど

な

い
る
。
異
説
は
あ
ろ
う
が
、
私
は
現
在
　
ど
。
今
の
と
こ
ろ
何

一
つ
そ
の
由
来
は

の
岩
下
家
に
何
ら
か
の
、
当
時
の
血
縁
　
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
謎
多
い
部
落
で

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
も
　
あ
る
。

一
〓
≡
≡
≡
≡
≡
〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓
〓
〓
≡
≡
〓
≡
≡
≡
〓
≡
〓
≡
〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
”

タ
ッ
チ
の
差
　
判
定
に
解
説
の
つ
く

つ
ら
い
　
又
縁
談
の
降
っ
て
来
る

忘
れ
ら
れ
ん
　
校
歌
と
泣
い
た
甲
子
園

つ
ら
い
　
本
人
な
癌
て
に
ゃ
知
ら
ん

捨
て
ら
れ
ん
　
拙
者
も
江
津
湖
守
る
会

つ
ら
い
　
せ
め
て
日
記
に
打
明
き
ゅ
う

つ
ら
い
　
百
姓
ち
ゅ
う
と
居
ら
ん
嫁

高
血
圧
　
刃
物
は
い
ら
ん
塩
加
減

タ
ッ
チ
の
差
　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
厳
し
さ
が

つ
ら
い
　
俺
も
遺
体
で
戻
り
度
ァ

●肥

後

狂

句

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

松
野
　
笑
声

篠
田
　
凡
才

林
田
　
一
声

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

石
田
　
詩
朗

山
村
　
不
覚

浦
塚
　
南
天

休 暇 村 に 到 着 さ れ た 陛 下

”̈ゞ
滋

・ヽ

毯
ヾ
一
，
一一
〓■
■
一
Ｖ

陽明辣 脩

一ヽヽヽ
い一い一

一ヽ

■
一
一一

一ゝ
●
ヽ
●
一
一
一

ヽ
■
一
●
■
一■
■
●

蘇
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お
知
ら
せ

の
ベ
ロ
ジ

謄

・
抄
本
の
交
付

は
登
記
印
紙

で

熊
本
地
方
法
務
局

七
月

一
日
か
ら
、
不
動
産
登
記
簿
や

商
業

・
法
人
登
記
簿
等
の
交
付
、閲
覧
、

証
明
等
の
申
請
書
に
貼
付
す

る
印

紙

は
、
従
来
使
用
し
て
い
る
「収
入
印
紙
」

か
ら

「
登
記
印
紙
」
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
登
記
印
紙
は
、
登
記
簿
の
謄
抄

本
等
の
手
数
料
を
納
め
る
場
合
だ
け
に

使
用
す
る
も
の
で
、
売
買
や
相
続
等
の

所
有
権
移
転
、
抵
当
権
設
定
、
会
社
設

立
、
取
締
役
変
更
等
の
登
記
申
請
の
と

き
納
め
る
登
録
免
許
税
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
収
入
印
紙
で
す
の
で
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
登
記
印

紙
は
、
集
配
郵
便
局
や
登
記
所
、
最
寄

り
の
郵
便
局

・
印
紙
売
り
さ
ば
き
所
で

販
売
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
登
記
簿
の
謄
抄
本
、
閲
覧
、

証
明
の
手
数
料
が
七
月

一
日
か
ら
改
訂

さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
謄
本

・
抄
本
は
一

通
に
つ
き
四
百
円

（
一
通
が
十
枚
を
超

え
る
も
の
は
、
そ
の
超
え
る
枚
数
五
枚

ご
と
に
百
円
加
算
）
、
閲
覧

・
証
明
は

一
件
に
つ
き
二
百
円
で
す
。

詳
し
く
は
、
熊
本
地
方
法
務
局
高
森

０

０

”

日

日

日

５

‐７

２５

今
月
の
町
の
支
払
日
は
右
の
と

お
り
で
、
支
払
時
間
は
午
前
九
時

か
ら
、
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

出
張
所

（
Ｂ
二
―
〇

一
七
四
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

聞
き
ま
せ
ん
か

園

（雨
天
の
場
合
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ

ヂ
に
変
更
さ
れ
ま
す
）

◎
入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
南
阿
蘇
国
民
休
暇

村

（
雷
ニ
ー
二
一
一
一
）

「
わ
が
家

の
交
通

安
全
」
作
文
募
集

総
務
庁
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で

交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容

や
方
法
、
話
し
合
っ
た
結
果
を
実
践
し

て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
作
文
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

Ｏ
テ
ー
マ
　

「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

○
応
募
期
間
　
七
月

一
日
か
ら
九
月
二

十
日
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

○
応
募
区
分
　
▽
小
学
校
低
学
年

（
一

。
二
年
）
▽
小
学
校
中
学
年

（
三

・
四

年
）
▽
小
学
校
高
学
年

（
五
・
六
年
）

▽
中
学
生
　
▽
母
親

。
一
般

○
応
募
方
法
　
▽
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
三
枚

（母
親

。
一
般
の
部
は
五
枚
）

以
内
と
し
ま
す
。
▽
作
品
に
は
応
募
区

分
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
学
校
所
在
地
、
母
親

。
一

般
の
部
は
年
齢
、
職
業
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｏ
送
り
先
　
一０
一
〇

一　
東
京
都
千
代

田
区
外
神
田
二
―
二
―

一
七
　
共
同
ビ

ル
　
日
本
交
通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作

文
募
集
係

母
親

。
一
般
の
部
は
、
一０
一
〇
〇

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
―

一
―

一

総
務
庁
交
通
安
全
対
策
室
交
通
安
全
作

文
募
集
係

下
刈
事
業
補
助
金

を
ご
利
用
下
さ
い

高
森
町
森
林
組
合

今
年
も
山
林
の
下
刈
り
の
時
期
を
迎

え
ま
し
た
。
森
林
組
合
で
は
、
今
年
度

の
下
刈
り
事
業
補
助
金
の
申
請
を
七
月

上
旬
に
受
け
付
け
ま
す
。
手
続
き
の
方

法
な
ど
は
、
総
代
を
通
じ
て
組
合
員
に

連
絡
し
ま
す
が
、
組
合
事
務
所
で
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
期
造
林
で
予
定
し
て
い
る

間
伐
の
補
助
申
請
も
年
間
を
通
し
て
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
下
刈
り

ｏ
間
伐
を
組
合
に
委

託
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

対
応
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。優
良
木
を
育
て
る
に
は
、
下
刈
り
ｏ

間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
大
切
で
す
。
こ

の
機
会
に
補
助
金
制
度
を
有
効
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
高
森
町
森
林
組
合

（
毬
二

―
〇
七
六
九
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
阿
蘇
の
自
然
に

関
す
る
資
料
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

ヽ

　

　

一　

　

　

／

ノ
　

↓
／
　

、し

コ

ン

サ

ト ブ

野
の
花
に
さ
さ
げ
る
コ
ン
サ

ー

ト

「第
五
回

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
今
年
も
開
か
れ
ま
す
。

世
界
で
も
阿
蘇
で
し
か
自
生
し
な
い

と
い
わ
れ
る
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
薄
紫
色
の

か
れ
ん
な
花
の
咲
く
中
で
、
尚
細
高
等

学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ

る
組
山

「
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
」
の
演
奏
や
高

森
小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
の
歌
声
が
阿
蘇

の
野
山
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
阿
蘇
の
植
物
の

話
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

◎
日
時
　
六
月
二
十
日

（
日
）
　
午
前

十
時
か
ら

◎
会
場
　
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

・
野
草

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０〇

一

〇〇

〇 〇

ノ
●   ●

●   ●

5/14日市況    高森町森林組合

緑の少年団にお声をかけられた |

後、休暇村をお立ちになる陛下

安 値  高 値
13,5oo    21,000

ス

長 さ

4m

3m

2m

6 nl

22,900
23,500

ギ

径 級
7～ 13cm
14～ 22

24´ヽ́28

30以上

7～ 12
13^‐ 18
20～ 28

7～ 14
16～ 28

13～ 18
20´ヽ́28

キ
11へ 1́3

14～22
24～ 28

10～ 12
13^-18
20～ 28

16～ 28

13^‐ 18
20´ヽ́28

一

８００

０００

０００

０００

５００

５００

０００

ま す ま す お 元 気 な 陛 下

日の丸の小旗を振って陛下を迎える町民

20,000
20,000

６
月
３０
日
は
町

・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限
で
す
‐―
‐

ノ

ｍ

ｍ
　
ｍ

ヒ

4

3n■尚
綱
高
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ト
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
組
曲

「
は
な
し
の
ぶ
」
の
演
奏
に
聴
き
入
ら
れ
る
陛
下

今
月
の
支
払
日

木材共販市況

饂蝙

.`

■

●

●

″

財

夕麒鐵判鋏
邪珈つ贈醇騨

通
綴
一

輔
■

ミヾ
'

i舗:構|:養

・■
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町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
高
森
支
部

（本
田
秀
道
支
部
長
）
主
催
の
伝
承
料

理
教
室
が
、
五
月
十

一
日
高
森
の
横
町

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

郷
土
を
理
解
し
、
情
緒
豊
か
な
子
供

に
育
っ
て
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
た
も

の
で
、
横
町
区
の
小

。
中
学
生
と
母
親

約
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日

の
献
立
は
、
夕
ヶ
ノ
コ
や
シ
イ
タ
ケ
を

使
っ
た
山
菜
お
こ
わ
、
内
ジ
ャ
ガ
ス
ー

プ
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
ピ
ー
チ
バ

ハヾ
ロ

ア
。

第

一
分
団
二
部

（永
野
原

・
下

切
）
と
、
第
十
三
分
団

（尾
下
）

に
配
備
さ
れ
た
ポ
ン
プ
積
載
車

災
害
防
止
の
た
め
改
修
が
行
わ

一

れ
て
い
る
内
山
た
め
池

お 母 さ ん が 先 生

夭暫製昂|||1料理教室開く
「明るく豊かで、活力ある町づくり」を目指して、町では農

業基盤の整備、道路網の整備、教育施設の整備充実など各種の

事業を進めています。59年度は山村広場、草部北部小学校の新

校合が完成、町道の改良・舗装など数多くの事業が完工しまし

た。今月はその中から主なものを紹介します。

野球二面、ソフトボールなら四面使用できる山村広場、管理棟や
ダツグアウ トなどの建物は間伐材を使用しています

轟巾雛 晰 瘍

hな 條 鐙

●   ●

な
れ
な
い
手
つ
き
で
包
丁

を

に
ぎ

り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
を
む
い
た
り
野

菜
を
刻
む
小
供
た
ち
に
母
親
が
や
さ
し

く
指
導
、
約

一
時
間
で
傑
作
が
出
来
上

が
り
、
早
速
全
員
で
夕
食
会
を
開
き
ま

し
た
。
自
分
の
作
っ
た
料
理
を
食
べ
終

え
た
子
供
た
ち
は

「
お
い
し
か
っ
た
、

ま
た
参
加
し
た
い
」
と
喜
ん
で
お
り
、

母
親
た
ち
も

「料
理
を
通
し
て
子
供
と

の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
。
今
後
も
続
け

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
史
跡

や
名
勝
な
ど
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
毎
年
標
木
の
設
置
を
続

け

て

お

り
、
今
年
は
高
森

。
上
在
の
起
雲
山
含

蔵
禅
寺
に
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
ｏ

同
寺
は
、
禅
曹
洞
宗
で
鎌
倉
時
代
の

創
建
と
伝
え
ら
れ
、
境
内
に
は
高
森
城

主

。
高
森
伊
予
守
惟
直
、
武
田
大
和
守

元
実
、
三
森
兵
庫
守
能
因
の
墓
や
、
阿

蘇
三
十
三
番
札
所
の
一
つ
で
あ
る
観
音

堂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
こ
こ
を

訪
れ
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
案
内
板
を

設
け

た
も

の

で

す
。山
門
前
に
立
て
ら

れ
た
案
内
板
は
、
縦

一
ン
、
横

七
十

”
、
寺
の
創
建
か
ら
の
歴
史
、
境
内
に

あ
る
史
跡
の
紹
介
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
来
年
は
天
正
十
四
年

（
一
五

八
六
年
）

一
月
二
十
三
日
に
高
森
城
が

落
成
し
て
か
ら
四
百
年
に
あ

た

る

た

め
、
教
育
委
員
会
で
は
記
念
祭
を
計
画

中
で
す
。

包丁の使い方を習う子供たち

●●

健

寿

大

学

始

ま
。ワP

0

多

彩

な
内

容

で
＝

月

ま

で

改
築
さ
れ
た
草
部
北
部
小
学
校
新
校
舎

教
室
の
床
と
廊
下
は
ヒ
ノ
キ
板
張
リ

草
部
南
部
教
室
の
開
講
式

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変
わ
る
社
会
に

対
応
で
き
る
老
人
づ
く
り
、
老
後
の
生

き
が
い
と
、
高
齢
者
同
志
の
ふ
れ
合
い

の
場
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
町
教
育
委

員
会
で
は
今
年
も

「健
寿
大
学
」
を
開

講
し
ま
し
た
。

六
十
歳
以
上
の
老
人
を
対
象
と
し
た

こ
の
講
座
も
四
年
目
、
今
年
の
受
講
生

は
百
三
十
五
人
で
、
年
々
盛
ん
に
な
っ

て
い
ま
す
。

十

一
月
ま
で
高
森
、
河
原
、
草
部
北

部
、
草
部
南
部
の
四
会
場
で
各
十
回
ず

つ
開
講
さ
れ
ま
す
。

講
座
は

「押
花
絵
」

（佐

藤

剛

さ

ん
）
、

「俳
句
」

（山
村
文
子
さ
ん
）

「高
森
線
の
歴
史
」
（今
村
教
育
長
）
、

「体
操
、
ダ
ン
ス
」

（山
辺
長
陽
村
社

教
主
事
）
、

「暮
ら
し
の
中
の
化
学
」

（青
木
高
森
中
学
校
長
）
、

「賢
こ
い

消
費
者
に
な
る
た
め
に
」

（県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
）
、

「史
跡
探
訪
」

（今

村
教
育
長
）
な
ど
多
彩
な
内
容
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓≡
≡
三
≡
≡
〓≡
三
≡
≡
〓
≡
≡
≡
≡
〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
〓
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓三
〓≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
〓

含
蔵
寺
に
案
内
板

境

内

の
史
跡

を
紹

介

舗装が進む町道黒岩一大戸の回線

町道取首一水湛線の栃原付近
山門前に立てられた案内板

義
亀

孟ヾ
゛

く
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暦
の
上
で
は
六
月
十

一
日
が
入
梅
。

こ
れ
か
ら

一
カ
月
ぐ
ら
い
う
っ
と
う
し

い
日
が
続
き
ま
す
。
梅
雨
期
は
大
雨
が

長
く
降
り
続
く
こ
と
も
た
び
た
び
。
集

中
豪
雨
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
山
地
で

は
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
山
崩
れ
が
起
き
た

り
、
ま
た
河
川
が
は
ん
ら
ん
し
て
大
き

な
被
害
を
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災

害
を
未
然
に
防
ぎ
、
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、
各
家
庭
に
お
け
る
備
え

も
必
要
で
す
。

家

庭

で

の

心

得

自
然
の
猛
威
か
ら
身
を
守
り
、
被
害

を
最
少
限
に
押
え
る
に
は
、
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
が
災
害
の
危
険
性
を
知
り
、

で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

○
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
放
送

さ
れ
る
気
象
情
報
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

○
雨
戸
や
塀
の
補
修
、
側
溝
の
整
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
最
悪
の
事
態
に
備
え
、

懐

中

電

灯
、
マ
ッ
チ
、
ろ
う
そ
く
、
携
帯
ラ
ジ

オ
、
救
急
薬
品
、
貴
重
品
袋
、　
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
雨
具
、
非
常
食
、
着
替
え
な
ど

を
準
備
し
、
決
め
た
場
所
に
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
の
経
路
、
場
所
の
確
認
を
し

て
お
き
、
危
険
が
迫
っ
た
ら
何
よ
り
も

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
特
性
を
知
る

自
分
の
住
ん
で
い
る
土
地
の
事
情
を

知
ら
な
い
で
い
る
と
、
思
わ
ぬ
被
害
を

受
け
ま
す
。
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の

状
況
や
、
地
盤
が
も
ろ
い
と
か
、
が
け

が
近
い
な
ど
の
地
域
の
特
性
、
宅
地
造

成
や
山
林
伐
採
な
ど
の
環
境
の
変
化
を

調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
の
恐
れ

前
線
の
活
動
活
発

福
岡
管
区
気
象
台
が
発
表
し
た
熊
本

地
方
の
六
月
２
八
月
の
三
カ
月
予
報
に

よ
る
と
、
梅
雨
入
り
は
平
年

（
六
月
六

日
）
並
み
、
梅
雨
明
け
は
平
年

（七
月

十
八
日
）
よ
り
早
い
と
い
う

こ
と

で

す
。
梅
雨
前
線
の
活
動
は
活
発
で
、
局

地
的
な
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る

で

し

ょ

う
。
梅
雨
期
間
の
降
水
量
は
平
年
並
み

の
見
込
み
で
す
。

月
間
予
報

口
六
月
　
梅
雨
前
線
の
活
動
は
前
半
は

弱
い
で
す
が
、
後
半
は
活
発
に
な
り
、

局
地
的
に
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
で
し
ょ

回
七
月
　
引
き
続
き
前
線
の
活
動
は
活

発
で
す
が
、
梅
雨
明
け
後
の
暑
さ
は
厳

し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

●
〓
ロ
ニ
●
〓
日
〓
■
〓
口
〓
●
〓
口
〓
●
〓
■
三
■
〓
ロ
ピ

消

防

団
本
部

に

司
令
車

を
配
備

防
災
意
識
の
高
揚
図
る

町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
町
消
防
団

（塚

本
保
雄
団
長
）
本
部
に
消
防
司
令
車
を

配
備
し
ま
し
た
。

災
害
発
生
の
と
き
、
消
防
団
長
な
ど

の
指
揮
者
が
い
ち
早
く
現
場
に
到
着
し

的
確
な
指
揮
の
も
と
で
被
害
を
最
少
限

に
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
二
次
災
害

●

南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
の

支
配

人
に
な
ら
れ
た

橋

本

祥
　
一
さ
ん

「
大
学
時
代
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

グ
ル
部
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
山

が
好
き
で
こ

の
道
に
入
り

ま
し
た
が
、

や
っ
と
希
望

の
勤
務
地
に

赴
任
で
き
ま

し
た
。
阿
蘇

五
岳
と
周
囲

の
自
然
は
実
に
雄
大
で
す
」
と
山
の

勤
務
地
に
う
れ
し
そ
う
。

前

支

配

人
、
竹
原
健
二
さ
ん
の
後
任
と
し
て

広
島
県
の
帝
釈
峡
国
民
休
暇
村
か
ら

こ
の
ほ
ど
着
任
さ
れ
ま
し
た
Ｇ

「修
学
族
行
生
と
、
自
然
を
求
め

愛
し
、
自
然
と
遊
ぶ
利
用
者
が
多
い

の
は
ほ
か
の
休
暇
村
と
違
っ
て
独
特

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
歴
代
の
支
配

人
が
作
り
上
げ
た
基
礎
を

大

切

に

し
、
日
本

一
の
施
設
に
な
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。
特
産

の
赤
牛
の
内
を
使

っ
た
料
理
を
作
り

た
い
と
全
職
員
で

勉
強
中
で
す
」
と

意
欲
満
々
で
す
。

東
京

都

出

身

で
、
同
体
暇
村
が

七
番
目
の
勤
務
地
。
趣
味
は
キ
ャ
リ

ア
十
年
の
ゴ
ル
フ
。
家
族
は
祥
子
夫

人
と
小
学
六
年
生
と
四
年
生
の
二
人

の
子
供
さ
ん
。

万
全

で
す
かの

●

仄´☆
‘

ｆ
Ｌ

　

ヽ

電
σ
ヽ

よ
ト
入
ハ

を
防
止
す
る
た
め
に
と
今
回
配
備
を
決

め
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
災
害
発
生
の
と
き
ま
た
恐

れ
が
あ
る
と
き
、
消
防
用
緊
急
自
動
車

と
し
て
出
動
す
る
ほ
か
、
異
常
乾
燥
注

意
報
や
大
雨
警
報
な
ど
発
令
の
と
き
広

報
車
と
し
て
、
ま
た
、
町
民
の
間
に
防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
活
躍
し
ま
す
。

配
備
さ
れ
た
司
令
車
は
庁
用
車
の
ニ

ッ
サ
ン
サ
ニ
ー

（千
四
百
に
、
ラ
イ
ト

バ
ン
）
を
約
四
十
万
円
か
け
て
改
造
し

ま
し
た
。
全
体
を
赤
色
に
塗
装
、
屋
根

に
は
大
型
の
赤
色
回
転
灯
、
モ
ー
タ
ー

サ
イ
レ
ン
、
広
報
用
ス
ピ
ー
カ
ー
を
装

備
し
て
い
ま
す
。

消防団本部に配備された司令車
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轟
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日
の
尾
峠
越
え
に
挑
戦

高
森

・
下
町
の
家
族
グ
ル
ー
プ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

先
人
が
通
っ
た
道
を
歩
き
、
新
し
い

角
度
か
ら
郷
上
を
見
よ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

三
歳
の
子
供
か
ら
六
十
六

歳
の
お
年
寄
り
ま
で
十
六

家
族
三
十
七
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
前
八
時
三
分
高
森
駅

発
の
列
車
を
利
用
、
午
前

九
時
過
ぎ
宮
地
駅
か
ら
二

十

一
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

日
の
尾
峠
越

え

の
道

は
、
音
は
南
郷
谷
と
阿
蘇

谷
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
道

で
し
た
が
、
現
在
は
九
州

自
然
歩
道
と
し
て
広
く
親

委
員
に
よ
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち
の

基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監

視
し
、
ま
た
人
権
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い

ろ
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権

問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
と
き

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
中
、
新
緑

を
な
が
め
な
が
ら
元
気
に
歩
き
、
午
後

一
時
に
は
昼
食
場
所
の
鍋
の
平

に
到

着
、
夕
方
ま
で
に
は
全
員
無
事
帰
り
着

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供

た

ち

は

「足
が
痛
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」

と
祖
先
の
生
活
を
足
で
感
じ
、
貴
重
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

動
の
資
料
と
す
る
た
め
作
成
し
て
い
る

も
の
で
す
。
Ｂ
五
版
七
十
八
ベ
ー
ジ
で

表
紙
は
長
陽
村
長
野
神
社
の
神
楽
の
カ

ラ
ー
写
真
。

内
容
は
、
人
身
事
故
の
現
状
、
町
村

別
の
交
通
事
故
、
死
亡
事
故
の
概
要
、

二
輪
車
の
交
通
事
故
、
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
の
交
通
事
故
な
ど
に
分
け
、
五
十
八

年
度
と
比
較
し
て
、
グ
ラ
フ
、
表
で
説

明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
資
料
と
し

て
管
内
の
運
転
免
許
人
口
、
自
動
車
保

有
台
数
、
交
通
安
全
組
織
な
ど
を
載
せ

て
い
ま
す
。
本
町
の
五
十
九
年
度
の
事

故
は
、
件
数
十
五
件

（前
年
比
プ
ラ
ス

ニ
件
）
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、
傷
者
十
七

人

（前
年
比
プ
ラ
ス
ニ
人
）
と
増
加
傾

さ
ん
と
と
も
に
、　
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

木
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
お
二

人
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

飯
星
元
二
さ
ん

（高
森

・
横
町
、
８

二
―
〇
六
六
九
）

大
内
田
カ
ツ
エ
さ
ん
（片

日
・
中
村
、

雪
四
―
〇
九
三
〇
）

向
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
交
通
白
書
は
余
部
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
な
方
は
企
画
課
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

国
際
森
林
年
と

愛
鳥
週
間
の
記
念

行
事

「愛
鳥
の
つ

ど
い
」
が
五
月
十

九
日
、
上
益
城
郡

御
船
町
の
県
鳥
獣

保
護
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
野
尻
小

学
校

（池
田
哲
郎

校
長
、　
五

十

八

人
）
が
、
野
鳥
保

護
功
労

者

と

し

て
、
日
本
鳥
類
保

護
連
盟
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

同
小
は
、
五
十
二
年
、
県
の
愛
鳥

モ

デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
児
童

に
よ
る
愛
鳥
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
、
校

内
巣
箱

コ
ン
ク
ー
ル
、
愛
鳥
作
文

コ
ン

ク
ー
ル
を
は
じ
め
、
野
鳥
保
護
の
た
め

の
観
察
や
研
究
を
続
け
て
お
り
、
今
回

の
表
影
も
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

今
年
の
冬
休
み
も
全
校
児
童
が
親
子

で
巣
箱
を
作
り
、
校
合
の
周
り
や
、
近

く
の
森
に
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
車
部
南
部
小
学
校
六
年

の
田
中
善
成
君
と
、
野
尻
小
学
校
二
年

の
佐
藤
真
美
さ
ん
が
、
巣
箱

コ
ン
ク
ー

ル
で
佳
作
入
賞
し
ま
し
た
。

高
森

・
下
町
の
家
族
グ
ル
ー
プ
が
、

五
月
二
十
六
日
、
日
の
尾
峠
越
え
の
ハ

ゴールロ指 して歩く参加者

戌
晰
俯
饒
鰈
鼈
躙
隕
蝙
櫃
饒
穆
鯰
夢
晰

●

ヽ
ヾ
゛
ヽ
ヾ
Ｓ
Ｓ
゛
ヾ
ヾ
゛
ミ
Ｓ
Ｎ
Ｓヽ
Ｓ
Ｓ
゛
一ヽ
ミ
ヾ
゛
ヾ
ヽ
Ｓ
ミ

交
通
白
書
を
発
行

本

町

は

増

加

傾

向

阿
蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会

・
高

森
警
察
乳
な
ど
交
通
関
係
機
関
団
体
は

こ
の
ほ
ど
五
十
九
年
度
の
交
通
白
書
――

写
真
＝
を
二
千
部
作
り
、
管
内
の
町
村

や
事
業
所
、
交
通
安
全
協
会
各
支
部
な

ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

自
書
は
五
十
六
年
度
か
ら
事
故
の
実

態
を
分
析
し
、
問
題
点
を
事
故
防
止
活

は
、
す
ぐ
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
同

く
守
ら
れ
ま
す
。

６

月

１

日

は

人
権
擁
護
委
員

の
日

人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

一
日
を

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
皆

●

ψ
棄 ル一一滋夕
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‐・‐‐支
■

人
権
問
題
は

擁
護
委
員
に
相
談
を

昭
和
二
十
四
年
六
月

一
日
に
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が

誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護


